


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝見遺跡のように、沖積平野で縄文時代中期末の土器が出土した例は、三重県内では非

常に少なく、貴重な成果です。しかし、残念ながら生活に用いた石器や、竪穴住居などの 

遺構は見つかっておらず、遺跡の性格は正直なところまだよくわかっていません。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 上の写真は現在作業中の６区の様子です。６区でも１区や２区と同様、弥生～鎌倉時代

の遺構面に縄文土器や石器、焼土などが数多く含まれており、下層に竪穴住居などが存在

する可能性があります。 

 ６区の調査から、朝見遺跡がどのような性格をもった縄文時代の遺跡であるかを解明す

る手がかりを見つけたいと思います。今後の調査にご期待ください。 

６区の作業風景です。 

中世の井戸が複数あります。 

 

 弥生時代終末期の方形周溝墓が２基、見つかり

ました。 

 

 出土した縄文土器の一部です。口縁部に渦文をもつものや、矢羽状に沈線を施すものなどがあります。 
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